
児童・生徒が自ら危険を回避し、水辺の活動を安全に楽しむ力を身につける 

 

ライフセービング活動とは、「水辺の事故を未然に防ぐ」ことを目的とした社会的活動です。水

辺の事故は、「事故防止の知識と技術を身につける」ことにより、回避する可能性を高めることが

できます。 

残念ながら、児童・生徒による水辺の事故は毎年報告され、安全教育の必要性は高まっています。 

 私たちは、「ライフセービング」を通し、水辺の安全や生命を守る知識を高め、生活を明るく、

健全にする態度を育てます。また、ライフセービング活動を適切に行うことによって、自己の体の

変化に気付き、調子を整えるとともに、体力の向上を図り、たくましい心身を育てることを目的と

しています。本教室では、ライフセーバーが講師を務めます。 

 
【Ａ.講演】派遣費用（講師 1名）約 50 分×2コマまで \6,000 

 プロジェクターやパネルを使用し、水辺の事故防止について理解を深めます。 

 ・なぜライフセービングが大切なのか。水辺の事故(溺れる)とは。海やプー   
ルのルール。 

 ・何よりも自らの身の安全を確保する「自己防衛（セルフディフディフェン

スンス）」の大切さを学ぶ。 
 ・二重事故防止、ドライレスキュー(水に入らない救助法)について学ぶ。 
 ・簡単な自然の知識を知ることで、海浜での安全な遊び方、危険の回避       

の方法を学びます。また学校周辺の海岸で注意すること(離岸流など)や川  
での危ない場所の紹介をする。 

 
 
【Ｂ.体験】派遣費用（講師 2名）プール・海，1 ｸﾞﾙｰﾌﾟ 40 名程度約 50 分×2コマまで \12,000 

 着衣浮き・着衣泳体験・身の回りのものを使った救助体験・救助器材・ニッパーボード体験など

を通し、自らの身の安全を確保する知識・技術を身につけ、事故防止について理解を深めます。 

 ・なぜライフセービングが大切なのか。水辺の事故(溺れる)とは。海やプールのルール 
 ・着衣浮き・着衣泳体験。 
 ・二重事故防止、水に入らず救助する方法(ドライレスキュー)体験→身の回りの物(ペットボト

ル・ロープ・棒など)を使った救助方法。 
 ・レスキューチューブやレスキューボードなどの救助器材に触る。→救助活動体験を通し、理解

を深める。 
 ・ニッパーボード(子供用ボード)体験を通して、水辺で遊ぶ楽しさを知る。 
・海浜での安全な遊び方、危険の回避の方法を学ぶとともに、学校周辺の海岸で注意すること(離

岸流など)や川での危ない場所の紹介をする。 
 

 
 
 
 
 

 

※受講人数や時間に合わせ、プログラム内容・時間等の変更は可能ですのでご相談下さい。 

 

 

 

 

【お問合せ・お申込み】メールまたは FAX にてお申込み下さい。

 特定非営利活動法人神奈川県ライフセービング連盟 

 〒251-0038 藤沢市鵠沼松が岡 3-17-1 

 電話番号 0466-60-2212 FAX 番号 0466-60-2213 

 E-MAIL info@lifesaving.ne.jp 

 URL http://www.lifesaving.ne.jp （担当/和田） 



 

 FAX：0466-60-2213  

 

特定非営利活動法人 

神奈川県ライフセービング連盟 行 

 

申 込 書 

 

下記の通り、「水辺の安全教室」を申し込みます。 

 

ふりがな  申込日：2011 年  月  日

学 校 名        立 

ふりがな  

ご担当者名  

所 在 地 
〒 

TEL:   （   ） 

FAX：    （   ） E-MAIL： 

ご希望の教室および日程（対象の所に☑をお願いします） 

□全学年（    名） □学年（  年生･    名） □講演 □体験･プール □体験･海 

第一希望   月     日    曜日 時間 ：   ～   ： 

第二希望   月     日    曜日 時間 ：   ～   ： 

 

※上記内容をＥメールにてお送りいただいても構いません。送信先→ info@lifesaving.ne.jp 

 

【ご注意】 

1．事情により、ご希望の日程に添えない場合がございますので、予めご了承下さい。 

2．全校生徒を対象とした講演の場合、大きなスクリーンのご用意をお願いいたします。 

3．海体験を実施する場合、会場として予定する海岸について、安全管理上ご希望に添えない場

合がございますのでご了承下さい。 

4．プールまたは海体験教室の実施の判断（天候等による）は、学校側のご判断により実施いた 

します。 

5．本教室は、学校側の主催にて実施することとし、体験教室における安全対策につきましては 

学校側の管理にて確保いただきますようお願いいたします。 

6．受講人数や時間に合わせ、プログラム内容・時間等の変更は可能ですのでご相談下さい。 

7．その他、ご不明な点などございましたら、事務局までお問い合わせ下さい。 


